




























































































































































































































































































































































































































































































(20)､ 『三銃士』 (21)､ 『ロビン･フッド』 (22)､ 『バグダッ








妃』 (27)､ 『東方夜帯』 (31)といった中国の古典から題
材を求めたコスチュームプレーを手がけた｡さらに､探
偵小説に触発され､但はミステリーの分野にまで手を伸

















































































































































































































































































































































渡り､ 『狂風之夜』､ 『神･鬼･人』､ 『白日夢』など
十数本の脚本を執筆している｡五二年､一連の政治
紛争に巻き込まれ､香港政府より国外退去処分を受
けた｡その直後に未石麟監督の依頼で､上海に帰る
途中､滞在先の広州で『中秋月』､ 『一年之季』とい
う二本のホームドラマを書き下ろし､五三年と五五
年にそれぞれ朱石麟の手によって香港で映画化され
た｡上海に帰った沈寂はその後､上海映画製作所に
おいて複数のシナリオを手がけ､また､映画専門誌
の編集長としても敏腕を振るった｡
近年､沈氏は上海近現代史のエキスパートとして､
複数の上海都市文化史に関する書物の執筆と編集に
携わり､また女優の院玲玉､秘密結社の顔役の杜月
笠などを措いた小説でも注目を集めている｡
(18)鄭逸梅(1895-1992)は"鴛奮糊蝶一穫拝六派"
と呼ばれる大衆文学の作家のなかで､随筆の名手と
して広く知られている｡とりわけ"鴛驚糊牒一植拝
六派"作家が大挙して映画界に押し寄せた時期に､
但杜字の映画製作に関わって､数本の脚本を執筆し
ていたO　また､一時期但の経営する上海影戯公司に
住み込み､同社のPR詰『上海』の編集に携わった
こともあって､いってみれば､上海映画界の舞台裏
に精通する人物でもある｡人民共和国成立後も､複
数の政治運動の弾圧に生き残って､作家活動を精力
的に行っていた｡
筆者は一九八一年と九〇年に計二回にわたって､上
海在住のある蒙刻家の友人の紹介で､長寿路にある
鄭逸梅の自宅を訪れ､ "紙帳鋼瓶室"という愛称で
親しまれる書斎(鄭逸梅の書斎は､正確にいえば､
上海の伝統的な集合住宅である里弄住宅の二階の後
部の梯段の中間に作られている小部屋である｡北向
きのこの種の小部屋は上海あたりでは"亭子間"と
呼ばれている｡とりわけ一九三〇年代に活躍した作
家の多くが家賃の安いこのタイプの部屋を借りて創
作活動をしていたため､彼らのことを毛沢東が"辛
子間文人"と呼んだことで広く知られている)で､
戦前における上海の文壇事情や､但杜字と上海影戯
公司のことを含めて上海映画界の内幕についてお話
を伺った｡
但杜字に関する鄭逸梅の証言の一部は､八二年に出
版された鄭の著作『影壇蕃聞』 (上海文垂出版社)
にも収録されている｡本稿における鄭逸梅の証言は､
すべて上記二回の訪問時に筆者が取ったメモと筆者
の記憶に基づいたものである｡ただし､鄭の証言と
著作において､文献資料や但社字の親族の証言と異
なった記憶違いの部分も含まれているため､それに
関しては適宜訂正を施した｡
なお､ "鴛蕎糊蝶-『穫舞六派』''の呼称は､蘇州大
学教授の範伯群がその編著『中国近現代通俗文学史』
(江蘇教育出版社､二〇〇〇年)において使われた
ものである｡一九九〇年代から中国で行われた大衆
文学(通俗文学)に対する再評価の一連の動きのな
か､範伯群をはじめとする蘇州大学の研究グループ
が､大衆文学の作家を数多く生み出した蘇州の地の
利を生かして､優れた研究成果を上げている｡
清朝末期から主に中華民国初期にかけて､文壇を制
覇する大衆文学の作家をグループ別で分類する際､
その呼び名は作品のジャンル､内容､掲載媒体､活
動時期などによって､これまで中国においては"鷲
喬糊蝶派"､ "薩拝六派"､ "民団奮派文学"とばら
ばらに使われており､日本でも学界においては主に
"鴛鷺糊蝶派"という呼び方が大半であったのだが､
本稿では､範伯群主編の『中国近現代通俗文学史』の
最新研究成果に注目し､その客観的かつ公正な観点に
共鳴して､一本化された"鴛蕎糊蝶-『穫秤六派』"の
呼称を使うことにした｡呼称統合の経緯に関する詳
細なことは､同著上巻の一三～一八頁を参照された
ax
(19)この発言は､大中華百合の看額監督兼俳優の王元龍
が､ 『探親家』 (26)を撮り終えた後､自作映画の西
洋化のことについて､若い頃の自分の西洋崇拝の思
い出を､ 『探親家』のパンフレットに寄せたもので
.n:-h,､
(20)前掲､李道新『中国電影文化史』､北京大草出版社､
二〇〇五年､二〇～二三頁｡
(21)刈間文俊｢中国映画通史｣､佐藤忠男･刈間文俊『上
海キネマポート』､凱風社､一九八五年､二三〇～
二三一頁｡
22　前掲､李道新『中国電影文化史』､北京大学出版社､
二〇〇五年､二〇頁｡
23　範伯群編著『中国近現代通俗文学史』上巻､江蘇教
育出版社､二〇〇〇年､二一-二二頁｡
24　この作品についての評価は､封切り当時の批評のほ
か､主に以下の前掲書において言及された｡
李少白『影史椎略』､李道新『中国電影文化史』､陸
弘石『中国電影史1905-1949』｡
(25)前掲､陸弘石『中国電影史1905-1949』､文化垂術
出版社､二〇〇五年､二九～三〇頁｡
(26)鄭逸梅証言｡
*本稿において､特に注記のない場合を除いて､引用され
た中国語文献の日本語訳はすべて筆者によるものである｡
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付銀
但杜宇フイルモグラフィー及び上海影戯公司作品リスト
■上海時代
◎上海影戯公司
�"1921年
○ 『海誓』
原案:但杜宇
脚色:鳩小隠
監督:但杜宇
撮影:但杜宇
出演:段明珠､周囲族､但二春､陳賓奇､賀蓉珠､賀楓瑛､
周湛鉄､董廉生
U922年
○ 『頑童』
脚本:但杜宇
監督:但杜宇
撮影:但杜宇
出演:但二春
�"1923年
○ 『古井重液記』
原作:宋痩菊
脚本:朱痩菊
監督:但杜宇
撮影:但杜字､経贋敢
○ 『楊花恨』
(別タイトル二『柳架』)
脚本:周痩旨島
監督二史東山
撮影:但絵亭
出演:韓雲珍､王乃東
○ 『小公子』
脚本:但杜宇
監督:但杜宇
撮影:但絵亭
出演:但二春､史匡詔(東山)､賀蓉珠､陳祝三､陳瑛雲､
謝彩貞､謝雲卿､王殿臣､余省三､但淡民､馬痩紅
�"1926年
○ 『停家賓』
脚本:周痩醜
監督:但杜宇
撮影:但栓亭
出演:股明珠､賀蓉珠､賀侃瑛､但二春､王乃東､陳賓埼
○ 『還金記』
脚本:伺痩酷
監督:但杜宇
撮影:但絵亭
出演:段明珠､賀蓉珠､賀侃瑛､陳賓塔､古雲傑､周鴻泉､
tf.t'J層
出演:AA女史(博文豪)､但二春､賀蓉珠､王未来､宣剛､　　○『緑楊紅涙』
韓雲貞(珍)､史東山､王乃東
○ 『天書』
監督:但杜宇
出演:韓雲貞
○『棄児』
原案:但杜宇
脚色:朱痩菊
監督:但杜字
撮影:但杜字､経麻殻
出演:但二春､賀蓉珠､韓箔等､陳瑛雲､経贋潤
�"1924年
○『弟弟』
脚本:但杜宇
監督:但杜宇
撮影:但杜字､但絵亭
出演:但二春､賀蓉珠
�"1925年
○ 『重返故郷』
脚本:但杜宇
監督:但杜宇
撮影:但杜字､但途亭
出演:股明珠､賀侃蓉､賀楓瑛､謝彩貞､韓雲珍､徐維翰､
史匡盈(東山)､王殿臣､陳賓埼､余省三､但子文､
雷美麗､曹尭和､趨宛梅､江漢橋､謝雲卿
脚本:周痩酪
監督:但杜宇
出演:賀楓瑛､王乃東
○ 『幹水鴛鴬』
監督:陳賓埼
出演:韓雲娘､周鴻泉
○ 『三黙鐘』
監督:但杜宇
出演:賀蓉珠ほか
○ 『邦家女』
監督:但杜宇
出演:股明珠､賀蓉珠
○『母子』
監督:陳賓埼
出演二江漢橋､但二春
�"1927年
○『盤練洞』
(呉承恩『西遊記』の一節より脚色)
脚色:管際安
監督:但杜宇
撮影:但絵亭
出演:股明珠､呉文超､蒋梅康､周鴻泉､唐素利､賀蓉珠､
夏侃珍､徐剣雲､方玲艶､凌雲､周珍珍､周亭享､
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古丹頓､夏文梅､陳賓塔､但二審､醇啓世､陳脱塵
○ 『楊貴妃』
(別タイトル: 『太其外停』)
脚本:挑蘇鳳
監督:但杜宇
撮影二但社宇
出演:賀蓉珠､賀楓瑛､夏侃珍､陳賓埼､周鴻泉､張国権､
古雲傑､藤啓世､王謝燕､江切膚､王意文､王意敏､
王意星､屈士風､秦紹嚢
�"1928年
○ 『慮髪花』
(別タイトル: 『小剣客』)
脚本:張恵民
監督:但杜字
出演:但二春､賀蓉珠
○『寓丈魔』
(別タイトル: 『鹿賀花･続編』)
脚本:張恵民
監督:但杜宇
出演:但二春､賀蓉珠
○ 『金銅鐙』
脚本:鄭逸梅
監督:但杜宇
撮影:但杜宇
出演:段明珠､但二春
�"1929年
○『糖美人』
脚本:鄭逸梅
監督:陳賓埼
撮影:但杜宇
出演:賀侃蓉､衰叢美､王初霞､羅克朋､辞啓世､陳琴秀､
黄少岩､李少華
○ 『飛行大盗』
(別タイトル.'『妹妹我愛称』)
監督:但杜字
撮影:但杜宇
出演:股明珠､但二春､韓蘭根
○『盤練洞･続編』
脚本:但杜宇
監督:但杜宇
出演:股明珠ほか
�"1930年
○ 『嫡眼侠』
監督:但杜宇
出演:股明珠､湯天繍､但二春
○ 『墓室寄案』
監督:但杜宇
出演:股明珠､但二春､張玲君
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○ 『豆腐西施』
監督:但杜宇
出演:股明珠､衰叢美､韓蘭根､羅克朋
○『美人島』
監督:但杜宇
出演:葉柄桐､但二春､張玲君
○ 『敵血情花』
監督:陸漠帝
出演:林美如､胡北風､賀志剛
U931年
○ 『古屋怪人』
監督:但杜宇
出演:股明珠､衷叢美､但二春
○ 『東方夜諾』
脚本:鄭逸梅
監督:但杜宇
出演:股明珠､王春元､衰叢美
○ 『乱世驚鴻』
監督:陳賓埼
撮影:洪偉烈
出演:葉娼梢､関徳張､王春元､衰叢美
○ 『僑海英雄』
監督:陳質環
出演:葉嫡桐､古雲傑､周鴻泉､夏維賢
�"1934年
○ 『優美運動』
監督:但杜字
出演:費明健､白虹､英菌
�"1935年
○ 『桃花夢』
監督:但杜宇
出演二股明珠､白燕､雷夢郷､英菌､容小意､関徳張
�"(1936年)
○ 『囲色天香』
脚本:鄭逸梅
監督:但杜宇
出演:但二春､自燕､関徳張
�"1937年
○ 『富春江上』
脚本:楊小仲
監督:荘園釣
出演:黍明健､但二春､陳大悲､李君馨
○ 『石破天驚』
監督:但杜宇
出演:但二春､自燕､陳一業
◎聯華影業公司
U932年
○ 『失足恨』
(別タイトル: 『頼婚』)
脚本:但杜宇
監督:但杜宇
出演:談瑛､王春元､蓑叢美､圧切膚
○ 『南海美人』
脚本:鄭逸梅
監督:但杜宇
出演:段明珠､昏玲仙､閏徳張
�"1933年
○『清白』
監督二但杜宇
出演:段明珠､羅克朋､関徳張､葉娼娼
◎糞華影業公司
>1934年
○『人間仙子』
脚本:江紅蕉
監督:但杜宇
出演:真美雲､馬随芥､自虹､徐卓未､倉隠秋
�"1935年
○ 『新婚的前夜』
脚本:鄭逸梅
監督:但杜宇
撮影:正吾轟
出演:衰叢美､徐卓未､徐粂鴛､倉隠秋
▲撮影監督として関わった作品
◎快活林影業公司
�"1935年
○『小妖』 (関春監督)
■香港時代
◎大上海影片公司
�"1938年
○『南海艶影』 (広東語)
(別タイトル: 『摩登盤練洞』)
脚本:但杜字
監督:但杜宇
出演:蘇州麓､林麗辞､梁翠蕨､陳情如､陳苅蔀､梁露茜､
鳩美影､満席湘
◎大中華影業公司
�"1946年
○ 『新東方夜帯』
脚本:公孫英
監督:但杜宇
撮影:羅従周
出演:宇文翠､平凡､金型
�"1947年
○ 『苦懲』
原作:呉村
脚本:下勲
監督:但杜字､陳賓
描写　..｣毘
出演:襲秋霞､呂玉堂､陳嫡桐､陳清､李露冷､金彼得､
王斑､眺揮､夏蓮､華夢
◎国家電影製片廠
○『菟柾相思』 (広東語)
原作:高志芥
監督:但杜字､陳皮
撮影二梁洪
出演:帝覚先､紅線女､林妹妹
◎製作会社不明
H948年
○『江湖寄侠』 (第3作/広東語)
(映画『火焼紅蓮寺』より脚色)
監督:但杜宇
撮影:曹進雲
アニメ作画:鄭逸生
出演:稽強強､挑揮､劉克宣､嬬慮湘､黄楚山､夏賓蓮､
陶三姑､蒋世勲､巣非非､親鵬飛､張臨春､嬬散文､
衛道明､貢子秋
◎天河影片公司
H950年
○『豹子頭林沖』 (広東語)
(施耐庵､羅貫中『水瀞伝』の一節より脚色)
監督:但杜字
出演:楊工良､黄金､随意稔､劉克宣､馬樫､蒋世勲､
嬬鷹湘､高魯泉､葉仁甫､巣非非､張生
◎亜洲影業公司
U952年
○ 『花花公子』
監督:但杜字､陳換文
衣裳:但杜宇
出演:周畳華､地方､藍鷺鷺､王元龍､許可､尤光照､
李小鷺､妻楠､宋小泉､王琳､蒋光超
◎永華影業公司
H954年
○ 『婿蛾』
監督:但杜字､李翰禅､妻南､古森林
出演:楊明､田嶋恩､妻南､陳又新､馬金鈴､宋斐華
*本リストの作成にあたっては､ 『中囲電影鷺展史』 (程季
華主編､中囲電影出版社､一九六三年刊)､ 『中囲影片大
典(故事片･戯曲片) 1905-1930,』 (中国電影牽術研究
中心､中国電影資料館編､中国電影出版社､一九九六年
刊)､ 『香港影片大全』 (香港電影資料館)を参照し､鄭逸
梅氏および但杜宇監督の親族の証言を参考にした｡
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但杜宇1927年頃)
女優で但杜宇夫人の段明珠(1935年頃)
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